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記 念 講 演 

朝日新聞経済部記者 

柴田秀並さん 

 

朝日新聞経済部

の柴田です。こう

いった貴重な場で

お話しさせていた

だく機会をいただ

きまして感謝申し

上げます。 

2011年に朝日

新聞に入社し、広島、宮崎、福岡を経て 2018年

から東京経済部に在籍しています。日銀クラブと

いうところで銀行や保険業界を担当し、わりとそ

の業界の体質とかを厳しめに書いてきました。 

本も、生命保険に関するものや、かんぽ生命の

不正請求を取材した『かんぽ崩壊』という刺激的

なタイトルのものを書いています。そして今年 5

月に『損保の闇生保の裏』という本を出しました。

簡単に紹介しますと、前半が損保、後半は生保で、

主にビッグモーターの不正請求問題、第一生命保

険の営業職員巨額不正詐取、業界を監督する金融

庁の動きなどを取り上げたものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こだわったのは「論よりファクト」 

ビッグモーターでは最初に内部告発者が動いて、

創業社長とか損保協会とかに直訴をしたんですけ

れども全然遅々として進まない。その内部告発者

は昔は車好きの、いわゆる「やんちゃ」な若者だ

ったりとかで、素朴な正義感から「これおかしい

んじゃないか？俺は車好きなのにこんなことやっ

たらいけないだろう」って、純粋な気持ちで直訴

したんですね。しかし損保協会は、その内部告発

を2ヶ月くらい放置しちゃう。損保会社はその後、

内部告発者に会うんですが、話を聞くだけで何回

会っても煮え切らない。 

『損保の闇生保の裏』ではその実態を中心に書

きました。こだわったのは、あまり「論」とかで

語らないようにしようということですね。「論」で

これはけしからんって書くよりも「ファクト」を

淡々と積み重ねることで、読んでくださる方に「あ

っ、これはおかしいな」って感じて欲しかった。 

もう一つこだわったのが実名です。幹部の方とか

の実名をかなり出しているんです。発言された内

容とかもそうですが、忖度とか遠慮とかなく実名

主義でいこうと考えました。今回の問題は、忖度

やちょっとした遠慮みたいなことが積み重なって、

最終的にはとんでもない判断ミスを起こしてしま

ったっていうことなので、書く側がそこで忖度す

るのはないだろうという思いからでした。 

11月 8日、エルおおさか南ホールで、大阪損保革新懇第 27回総会・講演会が開催され、120名が参加

しました。 

大西まゆみ世話人の司会で始まり、張間代表世話人の挨拶、大門実紀史参議院議員によるご挨拶の後

小畑由紀子世話人が「利益至上主義から脱却し産業の誇りを取り戻す」をテーマに基調報告。 

続いて、柴田秀並さん（朝日新聞経済部記者・『損保の闇生保の裏ドキュメント保険業界』著者)が「ジ

ャーナリストの目から見た、カルテル、ビッグモーター、損保代理店問題」と題して記念講演を行ない

ました。その後、総会議事に移り、志賀事務局長が活動報告、総会アピール、2025 年度世話人・事務局

メンバー23名の提案を行ない、拍手で確認されました。 

総会終了後の懇親会には熊本、愛媛、宮城、福井など遠くから駆けつけた会員もいる中で 57名が参加

し、夜遅くまで語り合いました。 
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慣行となっている「リーク主義」への反発 

マスコミ業界にはびこる「リーク主義」への反

発もあります。金融業界を担当して 1年目なんか

は右も左も分からないので、大して自分の問題意

識もなく、まず飛び込むわけです。とにかく何か

発表があったら書くとかですね。そんな時に大手

生保や損保の方がすごく丁寧に、いろいろ説明に

来てくださるんですよ。でもそれは、ある意味で

業界にとって都合の良い説明です。最初にそうや

って教えてくれた人をすごい頼りにし出す。いつ

しか依存し切って、言われたことをそのまま書く

みたいな記者が生まれる。 

さらにそれを強化するのが「リーク主義」です。

その記者に、ビックニュースじゃないんだけど、

とはいえ誰も書いていないニュースだよね、みた

いなことをリークするんですね。リークされた記

者はそれを喜んで書く。そうすると社内でも評価

される。そういう繰り返しになると、その記者は

その損保会社の広報に依存することになってしま

う。いつの間にか不都合なことなんかは書けなく

なってしまうんですね。 

例えば「代理店手数料ポイント制度」の報道と

かってすごい淡泊ですよね。それは大手損保から

してもあまり報じてほしくない内容で、そこら辺

はわざわざ積極的には説明しない。そういう不健

全なマスコミ業界に対する反発ってのがすごくあ

りました。今回は何を言われても私がそれで無視

されても書こうと思ったんです。 

 

金融審議会の議論と現実 

今こういった一連の不祥事を受けて、金融庁が

業界のルール見直しを進めているところです。主

要な場になっているのは金融審議会です。大臣の

諮問機関で法改正も視野に入れながら有識者の

方々などが議論してまとめる。その前に「有識者

会議」が立ち上がり、そこで業界の課題が整理さ

れたんですけども、その全てが金融審議会に諮ら

れるわけじゃなくて、損害保険協会が解決すべき

もの、損保会社・個社が解決すべきものと振り分

けられました。 

金融審で議論されている一つは大規模代理店へ

の規制の強化です。大規模代理店の「モンスター

化」とも呼ばれてますが、そうしたモンスター代

理店に対する規制の中身は、事業所単位で法令遵

守責任者を置くとかが検討されています。なんか

それで何か解決するのかな？みたいな小手先のや

り方なんですね。それでビッグモーター事件のよ

うな問題が解消されるのかと疑問に思っていると

ころです。 

あとはブローカー制度や企業内代理店のあり方

などですね。そして、それ以外はほとんど業界で

やってくれみたいな話になってしまいました。「代

理店手数料ポイント制度」も有識者会議の議題の

一つだったんですが、結局損保協会で考えるとい

う整理になりました。 

あと、生保でやっている代理店評価制度を、今

後損保協会とかが中心になって損保でもつくって

いこうと言っています。けれどもこれは意味のな

い政策だと思います。私の本にも書きましたが、

優良だと評価された生保代理店が現実に大きな問

題を起こしたりしています。それを「模範例」と

して損保で導入するのはどうかと思っています。 

 

この機に乗じて小規模代理店を切る？ 

実はある損

保会社が、す

で に 内 部 で

「非自立型」

代理店と「自

立型」代理店

の分類を行っ

ています。「非

自立型」とされたのがどれくらいの比率かという

と 6割だというんです。この機会に、自分たちに

とっては旨味のない代理店を切っていこうという

側面も透けて見えます。 

蓋を開けてみると結局、大規模代理店に対して、

損保各社がガバナンスを効かせられていないとい

う「損保会社の問題」が、「非自立」などの名の下、

「代理店の問題」にすり替わっている。この間の

問題の本質は、保険会社と代理店の関係や、保険

会社間の歪んだ関係を解消して適切な競争環境を

つくることだったと思うんですね。規模の大小じ

ゃなくて、顧客にとって良い代理店が否かという

ことが本来の改革の方向性であるはずなのに、ビ

ッグモーターなど一部のモンスター代理店や損保

会社の便宜供与に対する社会的批判を逆手にとっ

て、逆に一切責任のない専業代理店に「非自立型」
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のレッテルを貼り締め付ける。そういった方向に

舵を切っていくのを非常に危惧しているところで

す。 

 

公共性の高い損保が果たすべき責務 

保険は言うまでもなく公共性が高いもので、だ

からこそ数々の優遇措置が取られています。個人

や企業のリスクをカバーするだけでなく、健全な

リスクを取った行動を可能にする、これが保険の

意義だと思っています。 

顧客にとって代理店の規模の大小というのは本

当に関係のない話です。代理店の質はもちろん大

事ですが、代理店が大きいかどうかっていうのは

お客にとっては全く関係ない。 

公共性が高いからこそ、代理店、保険会社には

社会的役割を果たす責務があります。そして代理

店には、それを持続的に可能とする適正な対価が

必要だと思います。つまり、品質の良い代理店に

は規模が大きかろうが小さかろうが、手数料は厚

めに配分するということが必要ではないかと。た

だ、それに対する金融庁の答えが全く見えてこな

い。これはもう少し厳しく追及していきたいと考

えているところです。 

今、期待された責務も全うしなくて、対価とも

いえない高額な報酬をもらっているのはどちらな

のか。一連の不祥事で政策株の売却を進めていま

すけど、それも含めて損保は最高益を更新してい

ます。そうなると、損保各社のトップは業績連動

の報酬がかなり大きいので空前の報酬をもらって

るんです。それをある社長にそのまま言ったらで

すね「私はそんなのはいらないんだけど、入って

きちゃうからしょうがないんだよね」って笑って

ました。これははたして良いことなのかって本当

に思います。 

私もジャーナリストとして、皆さんが業界の内

部から変えるっていう動きにすごく賛同しますし、

ウォッチしていきたいと思っています。同時に私

自身も、その業界の闇を忖度なく今後も追及して

いきたいと考えています。引き続きよろしくお願

いいたします。ありがとうございました。 

（文責・事務局） 

 

 

 

基 調 報 告 

利益至上主義から脱却し 

産業の誇りを取り戻す 
大阪損保革新懇世話人(三井住友海上革新懇) 

小畑由紀子さん 
 

こんばんは、ご紹介いただきました小畑由紀子

です。 

今、「損保業界はブラック企業」というのが浸透

しているようです。ことの始まりは、３つの大き

な事案です。東京海上日動の広瀬伸一社長（当時）

は、2023年 8月 8日、社員に対する緊急メッ

セージで次のように述べました。 

「いま当社はお客様や代理店さんをはじめとした

広く社会からの信頼を失いかねない3つの大きな

事案に直面しています。『保険料の事前調整』『ビ

ッグモーターによる保険金不正請求』および『代

理店手数料ポイント制度に関する公正取引委員会

への申告』の３つです」。 

第一の問題、保険料

の事前調整（カルテル

の問題）では、10月

31日、公正取引委員

会が、計 9件の独占

禁止法違反（不当な取

引制限）を設定し、計

約 20億 7千万円の

課徴金納付命令を出

しました。この処分を

受け、東京海上日動は

全社員に向け通達を出しました。「社員全員の節度

ある行動の徹底」。組織単位の社内懇親会やイベン

トは自粛するというものです。さらに「セクハラ

を含む飲酒絡みの不祥事の防止について」という

通達の中で、「組織単位か否かにかかわらず、社員

同士の飲み会は 22：00までかつ 1次会までの

実施とする」というのです。「門限が 10時？高校

生か！」という突っ込みが来そうですが、これは

もはや「人権侵害」ではないでしょうか。 

第二の問題、ビッグモーター事件では、損保各

社は不正請求を見抜くことができませんでした。
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事故対応のプロであるアジャスターを減らし続け

たのが原因です。損害保険は事故を起こした時に

その真価が発揮されるにも関わらず、損害調査部

門を軽視してきたのです。 

私は自賠責のサービスセンターで働いています

が、自賠責保険は、任意の自動車保険とは異なり

「ノーロス・ノープロフィット」ですから支払保

険金は各社の収支にはいっさい影響しません。し

かし、自賠責は 2023年度で件数が年間 4345

万台、保険料は 7362億円という規模で、その営

業費と損害調査費として「社費」が一件ごとに

5056円支払われています。これを原資に、安く

事務処理と支払い処理をすれば、当然損保会社の

大きな収益となります。その結果、各社の自賠責

保険支払いセンターでは、相対的に低賃金の「地

域限定社員」化・「非正規雇用」化・60歳以上や

65歳以上の「シニア社員」化が推し進められて

います。私の勤務している三井住友海上は、グル

ープ会社であるあいおいニッセイ同和損保に自賠

責保険金支払い業務そのものを業務委託し、人件

費を限りなくゼロにしています。 

そして第三の損保代理店問題です。会社にとっ

ての「コスト」として標的になっているのは代理

店の手数料です。「代理店手数料ポイント制度」は、

大型ディーラー代理店や、企業の別働体代理店に

手厚く、規模の小さな「専属代理店」には冷たい

制度です。 

さらに、損保各社はいま大型ディーラー代理店

などへの社会的批判を逆手にとって、代理店の一

方的な統廃合をすすめようとしています。例えば

あいおいニッセイ同和では「真のパートナー関係

の構築」の名の下、「自立化への誘導」や、「見極

め代理店の解除」を打ち出しています。「見極め」

の名目で代理店に廃業を迫る。こんな火事場泥棒

的なやり方を許してはならないと思います。 

本日は、東北や九州はじめ全国からのみなさん

にご参加いただいています。健全な損保産業の再

生に向けて、社員も代理店も、ともに頑張ってい

きたいと思います。 

私の両親は瀬戸内海の島の出身です。先祖は海

賊ではないかと実は思っています。反骨精神はず

っと私の胸に刻まれています。大阪損保革新懇の

高い精神に恥じることない行動をとり、働く人た

ちの心に寄り添い続けたいと思っています。 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

参議院議員 

大阪損保革新懇顧問 

大門実紀史さん 
◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

10月 21日から

参議院議員に復帰し

ました大門です。私

が最初に国会で代理

店問題を取り上げた

のは 2017 年の 3 

月です。その後 11 

回質問させていただ

きました。またみな

さんが国会で「院内

集会」という画期的

な集いをされ、超党

派の取り組みになってきたのも大きな前進だと思

います。 

やっぱり本丸は「手数料ポイント」ですね。資

本の論理から言うと、これは儲けを生み出す仕組

みなんです。あるいは代理店を支配管理する装置

でもあるわけですね。だからそう簡単には手放さ

ない。その点で皆さんがすごいなと思うのは、公

正取引委員会への集団「申告」と、ポイント制に

かわる代替案の提案、この二つですね。 

今、中小企業が価格転嫁できないという問題で

公取が非常に注目されています。でも公取は人も

権限も少ないんですね。それを後押しするという

ことも含めて頑張ってもらう。もう一つ、みなさ

んがポイント制に代わるものを議論されていると

いう点では金融庁ですよね。金融庁にはこの間の

流れを踏まえて「優越的地位の濫用」をやらない

ようなガイドラインを出してもらう。この方向で

今後ともご一緒に頑張っていきたいと思います。 

 


